	　報　告　書
　令和５年１２月　５日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第４回白石町観光協会設立検討委員会については、下記のとおりです。

	期　　　日
	　令和５年１１月２７日（月）　１９：００～２０：３０

	場　　　所
	　白石総合センター２階　集団指導室

	出　席　者
	別紙参照

	１．開会　　藤井課長補佐
２．委員長挨拶　　秀島委員長　　
　・前回の委員会では、「うきは観光未来づくり公社」の取組についてオンラインで講習した。
　　質疑応答が多く、得られるものが多くあったと思う。内容については、うきは観光未来づくり公社の概要や、設立経緯、ついてであったが、どの市町でも様々な課題を乗り越えたうえで、成り立っているということを感じた。今回、白石町に観光協会を設立していくための具体的な内容に触れていくことになる。ここにいらっしゃる委員の方々にも様々な思いがあると思うので、意見を出して観光協会がよりよくなるようになれば。
　　
３．協議内容
（１）白石町観光協会（仮名）設立までのスケジュール（案）について
説明：事務局　谷﨑課長
・別途資料「白石町観光協会（仮名）設立（任意団体）までのスケジュール（案）」
　に沿って説明。
【質疑応答】
・永田アドバイザー：協会設立の時期について、設立の前倒しは可能か。
　　　　　　　　　　来年度の国スポ開催などを見越しての１２月設立予定なのか。
　　　　　　　　　　令和７年度の予算がらみで何か手伝うことができればと考えているが、
　　　　　　　　　　1２月設立となると県としての加勢がスケジュール的に厳しくなってし　　　　　　
　　　　　　　　　　まう。白石町の観光協会設立については佐賀県知事も思い入れが強い
ため、参考までに聞くことができれば。
・谷﨑課長：当初は７月に設立するようなイメージを持っていたが、スケジュールの都合等
　　　　　　によりどうしても１２月設立となっていくかと思う。現実的なところで考えていくとそのようになっていくと思う。
　
・秀島委員長：できるだけ早い時期での設立という思いはあったが、急いで設立までもっていくよりも、熟考して出来上がった形の方が必要なのではないか。出来上がった後の変化については構わないと思うが、基本的な土台の部分はしっかりと練り上げを。
・松本アドバイザー：１２月の事業開始というところは、１２月から業務がスタートするとい　　　　　　　　　　
う意味の事業開始なのか。
　・谷﨑課長：１２月から業務を開始するという意味で考えている。
　・秀島委員長：スケジュール案を提示しているが、スケジュール案について賛同していただける方は挙手を。
　・挙手多数により現在案で進めることが決定。
（２）白石町観光協会（仮名）事業計画（案）及び白石町観光協会（仮名）の組織（案）
について
　説明：事務局　谷﨑課長
　・別途資料「白石町観光協会（仮名）事業計画（案）」「白石町観光協会（仮名）の組織」
に沿って説明。
　

【質疑応答】
・松本アドバイザー：白石町観光協会（仮名）事業計画（案）の６の（３）に「協会は公益的な事業を実施していく」という記載や、ページ２には自主財源の一定確保の記載について、地域としては公益的な組織として観光協会があると考えるのか。
・谷﨑課長：将来的には自立を目指していく方向で考えている。道の駅しろいしも町からの
　　　　　　関与がある程度ある。役割分担を行いながら進めていくことができれば。
・松本アドバイザー：組織案の中の事務局の常駐職員というところは、町職員となるのか。
・谷﨑課長：町の職員を採用するというところは今のところ想定していない。
　　　　　　制度の観点から、任意団体の時点では町からの関与というところは厳しいかと。
・永代委員：DMOに移行をするとなった場合は、名称を変えて移行をするのか。うきはの例を
　　　　　　そのまま採用するとしたらそのようになると思うが。
・谷﨑課長：うきはの話を聞いてそういうイメージが湧くかと思うが、そういうところも検討していく。うきはのようなところを目指していかなくては白石町全体の活性化にはつながっていかないのではないか。
・永代委員：最初からDMOとして活動していくことはできないのか。
・永田アドバイザー：基本的には実績をあげてからになる。DMOは国の補助金等が関わるため
　　　　　　　　　　一定の規制がある。DMOと市町の観光協会等の関係性は、必ずしも将来的にDMOなどを選択しなければならないということはなく、市町の観光協会があるうえで、さらに発展させたい分野が見つかった時にDMOとして新たに組織をつくるということもできる。DMOは基本的には顧客や一般向けの商品・サービスを提供するが、観光協会や社団法人は会員の意志を形にするような組織である。
・秀島委員長：当初から法人化の話はあっていた。現状では、まず任意団体からスタートして、
　　　　　　 実績を積んでから次のステップへと進んでいくほうが、白石町としてはいい方法なのでは。

　・永代委員：任意団体というのは、組織形態について融通は効くのか。任意団体が立ち
あがった後に、変えたほうがいいところが見つかった際に法人よりも変えやすい状況の団体なのか。
　・谷﨑課長：もちろん総会を開きながらになるが、柔軟に動けるのは任意団体ではないか。　
　　　　　　　３ページ・４ページにメリット・デメリットについては記載をしている。
　・永代委員：何年後にどういった形の組織として活動していくといったような目標があったほうが、事業の明確化につながるのでは。目標がなければ、なあなあで進んでいくことも危惧されそうではある。
　

　・副島委員：他の市町の観光協会と連絡を取ることがあったが、一つのところは専門的な知識　　　
　　　　　　　が豊富で質問に対して丁寧に返答をしてくださった。もう一つのところでは、１時間の予定が30分程度で終了し、すぐにお店の方へ誘導をされた。観光は、人と人との対話でつながるのではないかと考える。
　・秀島委員長：事業計画（案）について、ご指摘があったような具体的なところや基礎的なところなど多く意見が出たが、大まかなところを決めて、次回の準備段階で詳細を決めていければと考えている。
　・田中委員：人材不足という点があるため、西九州大学のように観光を学んでいる学生との

　　　　　　　連携や、重要箇所の人材の確保をどのように解決していくかが重要。日本全国

　　　　　　　どこででも人材不足は発生するため、人員の管理も考えていかなくては。
　・秀島委員長：人の減少というところは数字でもわかるとおりであるため、人の役割を何か仕掛けで解決していく方法というものも併せて探していかないといけないのでは。ぺったんこ祭りのもちなど、白石町との結び付けが重要になるのでは。
　・松本アドバイザー：観光協会を設立した後の規模感や場所の件については、検討委員会で確定させるべき内容であると思う。
　・秀島委員長：動きやすい任意団体を設立して、数年後まで行政と連携をしながら事業を進め、
　　　　　　　 公社にするためには、ある程度期間が必要であるため最初からそこを目指して
　　　　　　　 いけるのであればチャレンジができるのではないか。
　・松本アドバイザー：最初、任意団体からスタートしていくのはほぼ間違いないかと思う。
　　　　　　　　　　　ただ、目標としては、数年後にはこういう形で進めていくという目標
　　　　　　　　　　　を持っておくべき。

（４）その他
　・次回開催日程について
　
開催日程　令和５年１２月２５日（月）１９：００　
開催場所　総合センター　２階　集団指導室

　４．閉会

　　　※以上、詳細は別添のとおり。



